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はじめに
日本に広く生息する野生ネズミであるアカネズミは、雑木林などの土の中に穴を掘って生息して
いるため、日本各地で捕獲による調査がなされている（藤原，1964；宮尾ほか，1963；村上，1974）。
アカネズミは本州内陸の群馬県でも普通に見られるが、過去に研究はほとんど行われていない。さ
らに、地域によって繁殖習性に様々な違いがあり、亜高山帯の本州八ヶ岳では繁殖期が夏の 1期し
かなく（宮尾ほか，1963）、低山帯の暖かい地域では、春と秋の 2期あるという報告がなされている
（藤原，1964）。そこで、低山帯に位置する群馬県立ぐんま昆虫の森での捕獲調査によって、群馬県
におけるアカネズミの繁殖周期を明らかにしようと考えた。
方 法
１．調査地・調査期間
調査は群馬県桐生市新里町鶴ヶ谷に位置する群馬県立ぐんま昆虫の森内の雑木林で行った。ぐん
ま昆虫の森は広さ 48ha、里山を利用した施設で、赤城山の南東麓にあり、標高は約 200～285mの低
山帯である。調査地は太平洋沿岸気候に属し、年平均気温 14℃、年平均降水量は約 1400mmである。
植生はクヌギ、コナラ、クリなどを含む雑木林である。調査は 2006年 10月を除き、2005年 4月か
ら 2007年 6月まで行った。
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２．捕獲方法
捕獲に用いたシャーマントラップは、主に市販の魚肉ソーセージを餌に、巣穴と思われる付近へ、
夕方 4時～5時の間に毎回 20個しかけた。回収は翌日または 2日後の朝 9時～10時の間に行い、生
存個体は研究室に持ち帰り、体長等の外部形態を測定した後、捕獲地点に放した。死亡個体は研究
室に持ち帰り、外部形態を測定後、解剖した。捕獲個体は、頭端から尾の付け根までの長さである
体長（頭胴長）と体重を計測した。また、村上（1967）の体重における分類に準じて、発育段階を
成体（体重 30g以上）、亜成体（体重 20～30g未満）、幼体（体重 20g未満）の 3段階に区分し、性
別および成熟状態の判定は、睾丸や、肛門と尿道開口部との距離を見て目視により判断し、雌では
妊娠の有無、乳頭の突出程度、また妊娠雌の場合は胎児数を確認した。雄においては、睾丸の下降
により解剖前から目視で雄だと判別できるものもあったが、睾丸が下降しておらず、雌雄の判別が
困難な個体があることから、2006年 1月から死亡個体に限り精巣を摘出して精巣長径を測定した。
さらに精巣長径は、他の個体と比較するため、体長における精巣長径の比率（精巣長径比率）とし
て示した。
精巣長径比率（％)＝
精巣長径（mm）
体長（mm）
× 100
３．精巣の成熟状態の組織学的観察
精巣長径の測定に加えて精巣の組織学的観察をするため、2007年 4月 26日に捕獲された成体雄
と、2007年 5月 18日に捕獲された幼体雄の精巣の組織切片を作製した。精巣を摘出し、5 mm角に
切り、ブアン氏液で固定した後、エタノールシリーズにより脱水、パラフィン包埋し、厚さ 7μmの
切片を作成し、ヘマトキシリンとエオシンで二重染色した後、光学顕微鏡で観察を行った。
結 果
１．全捕獲個体の測定値
調査期間内に捕獲されたアカネズミの全捕獲個体の測定値を表 1に、総捕獲数と繁殖期の雌を表
2に示した。
表１ 全捕獲個体の測定値
採集日 発育段階 性別 体長(mm) 体重(g) 備 考
2005.04.20 成体 ♀ 68  34 胎児 6匹
21 ― ― ― ― 測定前に逃亡
幼体 不明 48  10
 
05.13 成体 ♂ 78  35
成体 ♀ 73  33
 
20 幼体 ♀ 73  9
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幼体 ♀ 65  8
 
06.02 成体 ♂ 80  40
 
17 ― ― ― ― 測定前に逃亡
11.02 成体 ♂ 92  45
 
03 成体 ♀ 86  30
 
12.08 幼体 ♂ 70  15
 
2006.01.19 成体 ♂ 80  31 精巣長径比率 16.25％
26 亜成体 ♂ 70  26 生存個体
幼体 ♂ 64  19 生存個体
成体 ♀ 94  34
 
02.02 成体 ♂ 75  35 精巣長径比率 13.33％
成体 ♂ 93  34 精巣長径比率 18.28％
亜成体 ♂ 74  26 生存個体
亜成体 ♂ 70  25 精巣長径比率 11.43％
亜成体 ♀ 70  24
 
02.09 成体 ♂ 74  37 精巣長径比率 14.05％
亜成体 ♂ 69  26 精巣長径比率 15.22％
幼体 ♂ 55  15 精巣長径比率 16.55％
亜成体 ♀ 58  20
幼体 ♀ 60  16
 
02.16 成体 ♂ 75  36 生存個体
03.30 亜成体 ♂ 68  27 精巣長径比率 20.59％
成体 ♀ 77  43 胎児 7匹
成体 ♀ 65  31 胎児 5匹
04.13 成体 ♂ 73  35 精巣長径比率 15.89％
幼体 ♂ 55  10 精巣長径比率 7.27％
成体 ♀ 68  32
幼体 ♀ 53  16
 
20 成体 ♂ 60  31 生存個体
亜成体 ♀ 50  21
幼体 ♀ 47  16
 
28 亜成体 ♀ 47  23
 
05.25 亜成体 ♀ 52  25
 
26 成体 不明 58  30 生存個体
06.01 亜成体 ♂ 68  24 精巣長径比率 11.76％
02 幼体 ♀ 52  11
 
09.01 成体 ♂ 70  36 生存個体
11.16 亜成体 ♂ 90  27 精巣長径比率 11.11％
成体 ♀ 98  42
 
21 亜成体 ♀ 70  20
幼体 ♀ 65  18
 
12.01 成体 ♂ 86  37 精巣長径比率 11.63％
成体 ♂ 90  35 精巣長径比率 11.11％
成体 ♀ 80  35
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亜成体 ♀ 74  25
 
2007.01.16 亜成体 ♂ 76  21 精巣長径比率 7.89％
02.08 亜成体 ♂ 74  28 精巣長径比率 22.97％
23 成体 ♂ 92  40 精巣長径比率 14.13％
亜成体 ♂ 78  20 生存個体
03.08 成体 ♂ 80  35 精巣長径比率 21.25％
亜成体 ♂ 73  25 精巣長径比率 17.81％
04.05 成体 ♀ 85  31 胎児 4匹
04.19 亜成体 ♀ 83  29 乳頭の突出 4個
04.26 成体 ♂ 93  45 精巣長径比率 15.05％；組織切片作製
05.18 幼体 ♂ 72  17 精巣長径 11.11％；組織切片作製
06.01 亜成体 ♀ 75  24
 
06.08 亜成体 ♀ 77  27
捕獲した合計 63個体のうち、測定前にトラップから逃げ出すなどの原因で雌雄の判別がつかな
かったものが 4個体あり、繁殖期の雌においては、妊娠中で胎児を有する雌が 4個体捕獲され、乳
頭の突出が目立つようになった授乳中らしき雌が 2007年 4月に捕獲された。
妊娠していた雌は、2005年 4月に 1個体、2006年 3月に 2個体、2007年 4月に 1個体捕獲されて
おり、胎児数は 2005年 4月捕獲個体では 6匹、2006年 3月捕獲個体では 7匹と 5匹、2007年 4月
捕獲個体では 4匹であった。
表２ 総捕獲数と繁殖期の雌
合計 雌 （妊娠雌）（授乳雌） 雄 不明
63  27  4  1  32  4
２．雄の精巣長径
2006年 1月以降の雄の精巣に関して、解剖した成体と亜成体の雄の精巣長径を測り、体長との比
率（％）を算出した（表 1）。ただし、2006年 7月～10月の間は、捕獲した雄を室内飼育していたた
め精巣長径のデータがない。
成体・亜成体の月ごとの捕獲個体数は異なるが、’06.11月～’07.1月の精巣長径比率は低い。
３．精巣組織の変化
2007年 4月に採集された、体重 45gの、睾丸下降が顕著に見られる雄と、2007年 5月 18日に採
集された、体重 17gの、睾丸下降が見られない雄の幼体の精巣の組織切片を作製し観察した（図 1、
図 2）。
体重 45gの成熟した雄の細精管は、中心付近にヘマトキシリンで濃く染まった精子の頭部が多数
見られる。細精管の周辺部では精子形成が活発に行われており、成熟した精子は細精管の中央付近
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に集まっている。このような精巣の状態から、この雄は繁殖状態にあると判断された。
2007年 5月 18日に捕獲された体重 17gの雄の幼体では、どの細精管にも完成した精子は見られ
ないが、細精管内では精子形成が始まっていた。しかし、完成した精子は見られないため、繁殖可
能な状態ではないと判断された。
考 察
１．捕獲された個体の発育段階
（1) 幼体の出現
立川・村上（1976）の体重による発育段階の分類に準じて発育段階を 3段階に区分し、月毎に示
したものが表 3である。毎年 7月～10月の期間は、餌が腐るなどの原因でトラップを仕掛けても捕
獲しづらかったため、データが乏しい。体重が測定できなかった個体は不明とした。
立川・村上（1976）の分類基準で幼体と判断された個体に着目すると、捕獲された月とされなかっ
た月があることがわかる。村上（1974）によると、室内飼育されたアカネズミの妊娠期間は 21～26
日の間にあると推定されており、幼体が体重 10gになるには生後平均 21日（15～27日）、15gにな
図１ 成体雄の精巣（A.細精管の様子 B.その拡大）
図２ 幼体雄の精巣（A.細精管の様子 B.その拡大）
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るのには生後 28日を要するとされている。これを参考にしてぐんま昆虫の森内のアカネズミの繁殖
期を考えると、2005年 4月、5月、12月、2006年 1月と 2月に幼体が捕獲されていることから、3
月上旬～4月上旬と 10月下旬～12月中旬に繁殖期があったこと、2006年は 4月、6月と 11月に幼
体が捕獲されていることから、2月下旬～4月下旬と 10月上旬に繁殖期があったこと、2007年は 5
月に幼体が捕獲されていることから、3月上旬に繁殖期があったことが推定された。
ただし、2006年 10月は、ぐんま昆虫の森での捕獲を行わなかったため、捕獲された幼体からの繁
殖期の推定では、10月上旬だけになってしまうが、他シーズンの繁殖期は約 2ヶ月続くことから 10
月の前後にも繁殖期があったと考えられた。また、2007年においても、同様に 3月前後にも繁殖期
があったと考えられた。
（2) 雄
捕獲された個体によって精巣長径比率に変異があるが、表 1より、2月、3月は比率が大きい個体
が多いことがわかる。そこで、精巣長径比率と幼体体重との関係について考えてみた（図 3）。
精巣長径比率は、幼体ではまだ精巣が発達していないことから、図 3では亜成体と成体の個体の
測定値のみを用いた。また、精巣長径比率と前述した繁殖期とを比較すると、2006年 2月下旬～4月
下旬の繁殖期と精巣長径比率の増加が一致する。また、2007年 3月上旬前後の繁殖期と精巣長径比
図３ 捕獲した雄の亜成体と成体の精巣長径比率（％）と幼体体重（g）
▲精巣長径 ○幼体体重
表３ 捕獲個体の月別発育段階
2005  2006  2007
捕獲年月
4 5 6 7 8 9  10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 11 12 1 2 3 4 5 6
成体 1 2 1 ― ― ― ― 2 0 2 4 2 3 1 0 ― ― 1 ― 1 3 0 1 1 2 0 0
亜成体 0 0 0 ― ― ― ― 0 0 1 5 1 2 1 1 ― ― 0 ― 2 1 1 2 1 1 0 2
幼体 1 2 0 ― ― ― ― 0 1 1 2 0 3 0 1 ― ― 0 ― 1 0 0 0 0 0 1 0
不明 1 ― 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
月別合計 3 4 2 ― ― ― ― 2 1 4 11 3 8 2 2 0 0 1 0 4 4 1 3 2 3 1 2
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率の増加も一致する。この事から、春の繁殖期に関して、精巣長径比率の増加と相関があると考え
られた。
（3) 雌
妊娠雌に関して、体重が 31gで胎児を 4匹もつ個体がいることから、胎児の体重と羊水を差し引
くと、体重からは亜成体と判断される個体でも妊娠可能である可能性がある。妊娠雌 4個体の胎児
数の平均は 5.5匹であった。藤原（1964）によると、広島県比婆郡では、春季と秋季の繁殖期では懐
胎数にきわめて明瞭な差異が知られている。春季は 2～5匹、平均 3.6±0.152匹とあり、ぐんま昆虫
の森の春季の平均値とはかなり異なる。比婆郡では秋季の平均値が 6.0±0.516匹と春季にくらべず
いぶん多いが、ぐんま昆虫の森では秋季の妊娠雌が採集できなかったため、確認できなかった。
捕獲された雌から考えられる繁殖期は、妊娠雌が 2005年 5月に採集されたことから、妊娠期間か
ら逆算して少なくとも 4月上旬に繁殖期があったこと、2006年 3月にも妊娠雌が採集されたことか
ら、少なくとも 3月上旬～中旬に繁殖期があったこと、2007年 4月に妊娠雌と授乳中と判断される
雌が捕獲されたことから、少なくとも 3月中旬～下旬に繁殖期があったことが推定された。この事
は、幼体の出現から推測される繁殖期と一致しており、雄の精巣長径比率の増加とも一致している。
秋季は、妊娠個体が捕まっていないため、確認できなかった。
２．精巣の組織学的観察
2007年 4月 26日捕獲の睾丸下降がみられた雄個体は、精巣の組織切片で完成した精子がみられ
たことから、繁殖状態にあったと判断された。
2007年 5月 18日に捕獲された 17gの幼体では精子形成は始まっているものの、完成した精子が
できていないため繁殖状態にはないと考えられた。
３．ぐんま昆虫の森における繁殖期
これまでに述べてきた調査結果から、ぐんま昆虫の森の繁殖期は、3月～4月の春季と 10月～12
月の秋季の 2期であると考えられた。今回の調査結果に加え、広島県比婆郡比和町が 3月～4月と、
9月～10月を頂点とする繁殖期があり（藤原，1964）、また、京都府京都市大文字山では 3月～5月
と、9月～11月に繁殖期があると考えられることから（村上，1974）、アカネズミには一般的に春と
秋の 2回の繁殖期があるものと考えられた。
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要 約
群馬県桐生市新里町ぐんま昆虫の森において、2005年 4月から 2007年 6月にかけてアカネズミ
の捕獲を行い、繁殖期について調査した。
幼体の出現および精巣長径比率の変化、精巣の組織学的観察、雌の妊娠状態から、3月～4月と 10月
～12月の 2回の繁殖期があると考えられた。
引用文献
藤原 仁（1964) アカネズミの繁殖習性 比和科学博物館研究報告 7：11-14．
宮尾嶽雄ほか (1963) 本州八ヶ岳のネズミおよび食虫類 第 1報 亜高山森林帯のネズミおよび食虫類 動物学雑
誌 72：133-138．
村上興正（1974) アカネズミの成長と発育 Ⅰ 繁殖期 日生態会誌 24：194-206．
立川賢一・村上興正（1976) アカネズミの食物利用について 生理生態 17：133-143．
68 福 山 南・小 池 啓 一
